




















1 はじめに 

最近における母子保健指導に関する施策は、妊産婦、新生児の保健指導を始め、乳幼児各

期の健康診査や保健指導等が広範に実施されている。しかし一方では核家族化の進行、勤

労婦人の増加等により、若い母親は日常の育児に関する適切な指導や助言が得られにくい

ことなどから、いわゆる育児ノイローゼの出現や、これに関連した不幸な事例の発生が母

子保健上大きな問題となっている。 

このような現状をふまえて、私たちは母子保健に関する電話相談を地域保健指導に利用す

るに当っての問題点を研究することを目的として、昭和 51 年度から新潟県三条市において

、52 年度からは新潟県新津保健所において電話育児相談事業を開設し、電話相談のあり方

を検討してきた。今年度はその研究成果に過去の成果も含めて地域保健指導における電話

相談の利用に当っての諸問題を検討したので報告する。 


